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〈カメラが作動しなくなったとき〉
このカメラは、外部の強力な静電気等に対して、極めてまれにカメラが作動
しなくなることがあります。この時には、カメラ電源をOFFにして一度電池
を取り出します。カメラ電源をON－OFFし、表示パネルの表示が消えた後
再度入れ直してから、ご使用ください。

〈電池取り扱い上のご注意〉
¶ 電池は一般に、低温になるにしたがって一時的に性能が低下します。寒冷
地での使用の前後はカメラを防寒具や衣服の内側に入れるなどして保温し
てください。なお低温のため性能の低下した電池は、常温に戻ると回復し
ます。

¶ 電池の＋－極が汗や油などで汚れていると、接触不良をおこす原因になり
ます。乾布でよく拭いてから使用してください。

¶ 長期の旅行などには、予備の電池を用意してください。
¶ 電池の＋－を間違えて入れるとカメラは作動しません。

注意
¶ 金属製のピンセットのような導電性のあるもので電極に触
れないでください。電池の消耗を早めるだけでなくショー
トして危険です。

警告

¶ 電池を廃棄する場合は、接点にテープを貼るなど絶縁して
ください。廃棄後他の金属と接触すると、破裂、発火の原
因となります。

¶ 次のようなことは絶対にしないでください。電池が破裂し
火災、けがや周囲を汚損する原因となります。
①このカメラで指定されている電池以外は、使用しないで
ください。

②電池の極性（＋と－）を逆に入れないでください。
③電池を火の中に入れたり、充電ショート、分解、加熱は
絶対にしないでください。

④CR2（3Ｖリチウム電池）は充電禁止です。絶対に充電
しないでください。

¶ 電池は幼児の手の届かないところに置いてください。万一
電池を飲み込んだ場合、電池が壊れて電池の液で胃、腸な
どが損傷する恐れがありますので、直ちに医師と相談して
ください。
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